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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブランクシートの中央には長方形の底板を形成し、該底板の相対する長辺に一対の長側
板を折線を介して連設し、また相対する短辺には一対の短側板を折線を介して連設し、さ
らに前記長側板の両側辺に折線を介してそれぞれ折込片を連設し、前記長側板の底板との
連設側と対向する側辺には、天面を閉じたときに隙間が空かないようにするとともに天板
が落ち込むのを防止するための縁板を折線を介して連設し、また、前記長側板には、底板
の連設側と対向する側辺に箱天面を覆う天板を折線を介して連設し、前記天板の先端には
、天板を箱本体に固定するための差込片を突設し、さらにまた前記長側板と縁板の間の折
線には、前記差込片と対応する位置に、差込片を挿入するための差込孔を切り込み開設し
、前記短側板には、底板の連設辺と対向する端辺に、天面を閉じたときに隙間が空かない
ようにするとともに、天板が落ち込むのを防止するための縁板を折線を介して連設し、前
記縁板には切込線により切り込まれて係合突片が形成され、また、前記折込片には、前記
係合突片が嵌合する係合凹部が形成されていることを特徴とする花卉用包装箱。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、切花の輸送に使用する段ボール等の紙製包装箱に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　切花は、種類、生育の程度により、丈、嵩が異なっている。そのため、このような丈、
嵩の異なる切花を生産地から出荷するに際しては、片フラップをオーバーフラップ、他フ
ラップを任意の長さとした二面継ぎ箱（図５参照）が一般に使用されている。この包装箱
は、長大な箱、深さの深い箱を簡単に作成できるので、切花の長さや量の対応が容易であ
ることから従来の切花収容箱の主流となっている。
【０００３】
　上記従来の二面継ぎ箱はＡ式箱の変形である（従って変形Ａ式タイプとも呼ばれている
）が、このタイプの箱は材料使用量が少ないという利点がある。しかし、二面継ぎである
ため加工作業性が悪い。
　また、変形フラップであるため、保管積み上げ時の安定性が悪く、またフラップをワイ
ヤステッチ等にて固定する必要があった。ワイヤステッチや接着剤等による胴部接着では
、組立て作業性工数が多く包装コストが高くつくばかりでなく、使用後の廃棄時に箱が解
体しにくく、後処理が面倒であった(例えば特許文献１参照)。
【０００４】
　近年環境問題への関心が高まる中で、花卉用段ボール箱も解体して一般の紙ごみとして
焼却処理をしたり、古紙としてリサイクル処理をすることが要求されているが、箱の組立
てにステッチなどの止め具、接着剤、粘着テープなどの副資材を使用されていると、金属
や粘着テープなどを分別する必要があり、分別処理に手間がかかり、そのまま紙ごみとし
て焼却できないという問題があった。特に、金属や粘着テープなどが混入していると古紙
としてリサイクルできないという大きな問題があった。
【０００５】
　そこで、上記のような環境問題に配慮し、ステッチなどの止め具、接着剤、粘着テープ
などを必要とせずに組み立てのできる箱も案出されている(例えば特許文献２参照。)。
【特許文献１】特開平１０－２１８２７０号公報
【特許文献２】特開平８－２４４８６８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記の文献２の包装箱では、箱胴部の固定のために、側板を折り返し２
重にして、折り返した側板の端部に形成された固定片を底面に設けられた切込みに挿入し
、固定するものであったため、側板を折り返す際、固定片を損傷しないように折り返すの
が難しく、底面の切込みに確実に挿入し、固定するのも難しかった。このため側板の固定
が不十分になりやすく、輸送中に側板の固定が外れて内部の花を傷つけるという問題点が
あった。
　また、確実に側板が固定された場合には、使用後の解体作業が難しく、力を要し、重労
働となるという問題点があった。
【０００７】
　さらに、側板を折り返して二重になっているため、箱の製作に必要とされる材料面積が
大きく、材料のコストも高くなるほか、折り畳んだ状態でも面積が大きくなって、保管ス
ペースも広く必要とし、保管のためのコストも高くなるといった問題点があった。
【０００８】
　そこで、本発明はこのような問題点を解決し、組み立て及び封緘に接着剤や止め具、粘
着テープなどの副資材を必要としないもので、さらに組み立て、封緘および解体作業が容
易であるとともに、箱の製作に必要な材料使用量が少なく、保管に必要なスペースも小さ
く抑えることのできる包装箱を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上記目的を達成するために、ブランクシートの中央に長方形の底板を形成し
、該底板の相対する長辺には一対の長側板を折線を介して連設し、また相対する短辺には
一対の短側板を折線を介して連設し、さらに前記長側板の両側辺に折線を介してそれぞれ
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折込片を連設し、前記長側板の底板との連設側と対向する側辺には、天面を閉じたときに
隙間が空かないようにするとともに天板が落ち込むのを防止するための縁板を折線を介し
て連設し、また、前記長側板には、底板の連設側と対向する側辺に箱天面を覆う天板を折
線を介して連設し、前記天板の先端には、天板を箱本体に固定するための差込片を突設し
、さらにまた前記長側板と縁板の間の折線には、前記差込片と対応する位置に、差込片を
挿入するための差込孔を切り込み開設し、前記短側板には、底板の連設辺と対向する端辺
に、天面を閉じたときに隙間が空かないようにするとともに、天板が落ち込むのを防止す
るための縁板を折線を介して連設し、前記縁板には切込線により切り込まれて係合突片が
形成され、また、前記折込片には、前記係合突片が嵌合する係合凹部が形成されている花
卉用包装箱を提案するものである。

【発明の効果】
【００１０】
　本発明の切花用の包装箱は粘着テープや金属製のステッチなどの副資材を使用せずに箱
の組み立て、封緘が可能であり、組み立て、解体の作業効率が良好である。また、使用後
の廃棄あるいはリサイクル処理が容易である。
　また、箱の組み立ての際、箱の開口面で側板の固定ができ、側板を折り返す作業がない
ため、組立作業が容易である。また、箱の製作に必要な材料面積を削減することが可能と
なり、これにより製作のコストも保管のためのコストも低く抑えることができるという利
点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。生花を輸送する際の包装箱とし
て廃棄処理ならびにリサイクル処理の容易な紙を素材として作製される。
【００１２】
　図１は本発明の包装箱を構成するためのシートで、包装箱に組み立てる前の平面図、図
２は組み立て途中を示す斜視図、図３は同じく組み立て途中を示す部分拡大斜視図、図４
は側板の固定状態を示す部分拡大斜視図である。
【００１３】
　図中の符号１は段ボールシートを打ち抜き加工して得られたブランクシートである。な
お、本発明の花卉用包装箱は、板紙により形成することも可能である。
　ブランクシート１の中央には長方形の底板２を形成し、底板２の相対する長辺には一対
の長側板３ａ、３ｂを折線を介して連設し、また相対する短辺には一対の短側板４、４を
折線を介して連設している。長側板３ａ、３ｂの両側辺に折線を介してそれぞれ折込片５
を連設している。長側板３ａの底板２との連設側と対向する側辺には、天面を閉じたとき
に隙間が空かないようにするとともに、天板が落ち込むのを防止するための縁板６を折線
を介して連設している。また、長側板３ｂには、底板２の連設側と対向する側辺に箱天面
を覆う天板７を折線を介して連設している。
　天板７の先端には、天板７を箱本体に固定するための差込片８、８を突設している。ま
た、長側板３ａと縁板６の間の折線には、差込片８、８と対応する位置に、差込片８、８
を挿入するための差込孔９、９を切り込み開設している。
　短側板４には、底板２の連設辺と対向する端辺に折線を介して縁板１０を連設する。縁
板１０には切込線により切り込まれて係合突片１１が形成されている。
　また、折込片５には、係合突片１１が嵌合する係合凹部１２が形成されている。
【００１４】
　次に、上記のように構成された本発明の包装箱を組み立てについて説明する。
　まず、底板２に対し、長側板３ａ、３ｂを垂直に引き起こし、折込片５を長側板と直角
に箱内側に折り曲げ、底板２の短辺に沿わせる。次に図２に示すように短側板４を底板２
に対して垂直に引き起こし、折込片５の外側に折り重ねる。
　さらに、図３に示すように係合突片１１を箱の内側に折り曲げる。次いで、図４に示す
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組み立てが、テープなどを使わずに箱開口面での嵌め込み作業により、簡単に行うことが
できる。また、係合突片１１は、それぞれの折込片５に形成された係合凹部１２に挿入す
るため、位置合わせが容易にでき、嵌め込みに特に大きな力も必要としない。
　また、箱内に切花などを収容した後、天板７を折り曲げて天面を覆い、差込片８、８を
長側板３ａの端辺に形成された差込孔９、９に挿入し、天板７を箱本体に固定して封緘す
る。このように箱開口部の封緘にも粘着テープや金属製のステッチなどの封緘副資材を使
用する必要がない。
【００１５】
　また、箱開封の際には、天板７を持ち上げ、差込片８、８を差込孔９、９から引き抜い
て箱を開封する。さらに切花を箱から出し、箱の使用が終了したときには、箱開口面にて
、係合凹部１２から係合突片１１を上に引き上げると、側板の固定が容易に外れ、箱の解
体ができる。粘着テープや金属製のステッチの分別などの作業がないため、使用後の解体
から廃棄やリサイクルまでが容易である。
【００１６】
　また、本発明の包装箱は切花用としているが、長細い農産物、ねぎ、レンコン、ごぼう
などに利用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の花卉用包装箱の一実施形態を示す組み立て前のブランクシートの平面図
である。
【図２】同上の組み立て途中を示す斜視図である。
【図３】同上の組み立て途中を示す部分拡大斜視図である。
【図４】同上の側板の固定状態を示す部分拡大斜視図である。
【図５】（ａ）～（ｄ）は従来の二面継ぎ箱を示す説明図である。
【符号の説明】
【００１８】
　１　ブランクシート
　２　底板
　３ａ、３ｂ　長側板
　４　短側板
　５　折込片
　６　縁板
　７　天板
　８　差込片
　９　差込孔
　１０　縁板
　１１　係合突片
　１２　係合凹部
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